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[概要] 

使用していたグリースが 4年で硬化し、不具合が発生した。硬化原因は、元素分析(C/O)、赤外分光分析、プロトン 

核磁気共鳴分光分析により、酸化劣化であることが判明した。 

グリース使用のランニングコストを押さえることを目的に、耐用年数を最短 7年にできる使用温度条件を調べるため 

に熱重量分析/示差熱分析(以下、TG/DTAと略記)による反応速度論的解析評価を行った。 

 

[特徴] 

・少量試料で評価できる(10mg程度/測定) 

・評価時間が短い 

・高精度で相対的な寿命評価が可能 

 

[分析原理と手順] アレニウスプロットによる解析 

   昇温速度を変えて TG測定を行い、劣化反応の活性化エネルギーおよび任意の重量減少反応がおこるまでの寿命を求める 

方法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[分析結果] TG/DTAおよびアレニウスプロットによる寿命 7年の使用温度 
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新品グリースの TG/DTA 

 

アレニウスプロットから求めた活性化エネルギーΔE 

定温劣化時間の計算式 
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